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i i雑 i! 

日報 ii北
海
道
大
学
法
学
会
記
事

O
二
0
0
0
年
七
月
一
一
一
日
(
金
)
午
後
一
時
三
O
分
よ
り

「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
の
法
政
策
的
な
意
義
と
課
題
」

報
告
者

出
席
者

p、.
屈

田

三
四
名

社
会
福
祉
法
に
は
、
厳
格
な
ミ

l
ン
ズ
・
テ
ス
ト
の
存
在
ゆ
え
に
、
公

的
扶
助
法
に
佐
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
「
生
活
保
護
法
」
の
ほ
か
に
、
「
狭

義
」
の
社
会
福
祉
法
に
分
類
さ
れ
る
実
定
法
制
度
の
一
群
が
存
し
て
い
た
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
児
童
福
祉
法
、
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
、
老
人
福
祉

法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
、
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
、
精
神
保
健
福
祉
法
な

ど
で
あ
る
。
従
来
、
こ
れ
ら
の
法
制
度
に
は
「
措
置
」
と
い
う
概
念
で
ひ

と
く
く
り
に
で
き
る
特
徴
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
複
雑
か
つ
多
様 耳怠

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
冗
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
平
成
九
年
の
介
護
保
険
法
制
定
お
よ
び
児
童
福
祉
法
改
正
に

端
を
発
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
」
は
、
こ
れ
ら

「
狭
義
」
の
社
会
福
祉
法
を
「
措
置
」
概
念
に
よ
る
統
一
的
な
把
握
か
ら

解
放
し
た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
個
別
分
野
に
応
じ
た
複
数
の
給
付

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
立
法
作
業
は
、
本
年

五
月
の
社
会
福
祉
事
業
法
等
改
正
法
の
成
立
に
よ
っ
て
一
応
の
区
切
り
を

迎
え
た
が
、
現
場
レ
ベ
ル
で
は
介
護
保
険
法
の
最
初
の
財
政
単
位
が
終
了

し
、
障
害
者
福
祉
の
領
域
に
お
け
る
新
方
式
の
給
付
シ
ス
テ
ム
(
い
わ
ゆ

る
「
利
用
制
度
」
)
が
実
施
さ
れ
る
、
平
成
一
五
年
三
月
一
一
二
日
ま
で
、

制
度
の
整
備
が
断
続
的
に
進
め
ら
れ
る
。

本
報
告
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
が
ど
の
よ
う
な

政
策
的
意
図
の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
か
、
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
結
果

を
も
た
ら
す
と
予
測
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
サ
ー

ビ
ス
供
給
体
制
の
整
備
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
新
規
の
供
給
者
が
参
入
し

や
す
い
給
付
シ
ス
テ
ム
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、
現
物
サ
ー
ビ
ス
を
保
障
す

る
の
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
を
保
障
す
る
と
い
う
方
式
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
公
的
な
制
度
と
し
て
は
サ
ー
ビ
ス
費
の

保
障
を
行
い
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
民
間
の
事
業
者
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
市
場
原
理
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
こ
で
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報

強
調
さ
れ
た
法
理
念
と
し
て
は
、
受
給
者
の
「
自
己
決
定
」
が
挙
げ
ら
れ
、

介
護
保
険
法
の
み
な
ら
ず
社
会
福
祉
法
制
全
体
に
及
ほ
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

雑

以
上
の
検
討
か
ら
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
は
、
当
初
、
少
子
高
齢

社
会
に
お
け
る
急
激
な
福
祉
ニ

l
ズ
の
増
大
に
対
処
す
る
手
法
と
し
て
、

市
場
主
義
的
な
給
付
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
は
か
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
し

か
し
、
そ
こ
で
提
唱
さ
れ
た
受
給
者
の
「
自
己
決
定
」
の
尊
重
と
い
う
理

念
は
、
福
祉
ニ

l
ズ
の
増
大
が
予
見
さ
れ
な
い
福
祉
分
野
に
ま
で
拡
大
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
社
会
福
祉
全
体
の
「
法
化
」
を
大
幅
に
進
め

る
結
果
を
生
じ
さ
せ
た
。
ま
た
、
介
護
保
険
法
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
財

源
調
達
方
式
は
、
わ
が
国
の
基
本
的
な
財
政
構
造
改
革
の
あ
り
方
と
い
う

観
点
か
ら
も
注
目
す
べ
き
内
容
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
社
会
保
障
法
学
は
、
政
策
サ
イ
ド
か
ら
投
げ
込
ま
れ
た
「
自

己
決
定
」
の
尊
重
之
い
う
考
え
方
に
対
し
て
何
ら
か
の
態
度
決
定
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
従
来
の
伝
統
的
な
理
論
課
題
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、

こ
の
問
題
提
起
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
て
検
討
す
る
態
度
を
示
す
研
究
者

は
少
数
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
憲
法
一
一
一
一
条
に
根
ざ
し
た

「
個
人
が
人
格
的
に
自
律
し
た
存
在
と
し
て
、
主
体
的
に
自
ら
の
生
を
追

求
で
き
る
こ
と
」
を
、
社
会
保
障
法
の
基
本
理
念
と
し
て
展
開
し
よ
う
と

す
る
、
菊
池
馨
実
『
社
会
保
障
の
法
理
念
』
(
有
斐
閣
、
二

0
0
0
年
)

は
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に
適
合
的
な
理
論
の
展
開
を
予
測
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
保
障
法
を
集
団
的
な
相
互
扶
助
シ
ス
テ
ム

と
理
解
す
る
報
告
者
の
立
場
か
ら
は
、
受
給
者
の
自
己
決
定
権
か
ら
す
べ

て
を
説
明
す
る
こ
と
に
跨
踏
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

例
え
ば
、
施
設
と
受
給
者
の
契
約
の
前
提
と
な
る
べ
き
サ
ー
ビ
ス
費
の

支
給
水
準
は
、
依
然
と
し
て
保
険
事
業
者
や
地
方
自
治
体
の
集
団
的
決
定

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
多
く
は
、
一
対
一
の
関

係
で
供
給
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
受
給
者
や
関
係
人
の
集
合
の
な

か
で
供
給
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
社
会
」
の
存
在
を
見
出
し
、
そ
の
あ

り
方
を
客
観
法
か
ら
主
観
法
の
連
続
体
の
な
か
で
検
討
す
る
こ
と
こ
そ
が
、

「
社
会
」
保
障
法
の
役
割
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
み
る
と
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
は
、
社
会
福
祉
の
法
人
や
事
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
何
の
理
念
を
提
示
し
て
い
な
い
。
報
告
者
の
追
求
す
べ

き
課
題
は
、
い
ま
だ
手
っ
か
ず
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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O
二
0
0
0
年
九
月
二
九
日
(
金
)
午
後
一
時
一
二

O
分
よ
り

「
地
方
交
付
税
に
よ
る
自
治
体
の
財
源
保
障
と
施
策
へ
の
影
響
」

報

告

者

川

出
席
者

井

名

法学会記事

地
方
交
付
税
は
、
自
治
体
の
歳
入
の
二
割
弱
を
占
め
、
地
方
税
と
と
も

に
使
途
が
特
定
さ
れ
な
い
一
般
財
源
と
し
て
、
自
治
体
の
自
主
的
な
活
動

を
支
え
る
重
要
な
財
源
で
あ
る
。
交
付
税
の
総
額
は
、
所
得
税
、
法
人
税
、

酒
税
、
消
費
税
及
び
た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
と
法
定
さ
れ
て
い
る
が
、
最

近
で
は
、
地
方
財
政
の
歳
出
見
込
額
を
賄
う
だ
け
の
歳
入
が
見
込
め
ず
、

毎
年
度
の
地
方
財
政
計
画
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、
交
付
税
特
別
会
計
に

お
け
る
借
入
金
等
に
よ
る
交
付
税
総
額
の
増
額
や
地
方
債
の
増
額
等
の
地

方
財
政
対
策
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
マ
ク
ロ
ベ

l
ス
で
の
地
方
財
源
が
確

保
さ
れ
て
い
る
。
交
付
税
総
額
の
九
四
%
を
占
め
る
普
通
交
付
税
は
、
各

自
治
体
の
標
準
的
な
一
般
財
源
所
要
額
を
測
定
し
た
基
準
財
政
需
要
額
か

ら
標
準
的
な
地
方
税
収
等
の
一
定
割
合
を
測
定
し
た
基
準
財
政
収
入
額
を

控
除
し
た
い
わ
ゆ
る
財
源
不
足
額
を
基
礎
に
各
自
治
体
に
交
付
さ
れ
、
交

付
税
制
度
は
、
自
治
体
問
に
大
き
な
財
源
格
差
が
あ
る
中
で
、
自
治
体
の

自
主
性
を
損
な
わ
ず
に
財
源
の
均
衡
化
を
図
り
、
地
方
行
政
の
計
画
的
な

運
営
を
保
障
し
て
い
る
。

博

最
近
、
交
付
税
制
度
を
め
ぐ
り
種
々
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
交
付

税
総
額
が
過
大
と
の
議
論
と
関
連
し
て
、
交
付
税
制
度
が
、
自
治
体
の
財

政
運
営
に
お
け
る
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
を
招
き
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営

を
阻
害
す
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
、
基
準
財
政
収
入
額
の
算
定
は
、

で
き
る
だ
け
客
観
的
な
指
標
に
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、
法
定
外
普
通
税
や

超
過
課
税
の
交
付
税
不
算
入
、
標
準
的
な
徴
収
率
、
基
準
税
率
に
よ
る
算

定
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
付
税
制
度
が
税
収
確
保
、
税
源
詔
養

に
お
け
る
自
治
体
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
阻
害
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く

い
。
ま
た
、
歳
出
の
う
ち
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
自
治

体
の
施
策
の
影
響
を
受
け
な
い
指
標
を
用
い
て
算
定
さ
れ
て
お
り
、
各
自

治
体
の
行
政
改
革
へ
の
取
組
の
実
態
等
か
ら
み
て
も
、
交
付
税
制
度
が
自

治
体
の
経
常
的
支
出
の
効
率
化
を
阻
害
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

経
済
成
長
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
達
成
に
よ
り
交
付
税
で

財
源
保
障
が
必
要
な
自
治
体
の
財
政
需
要
は
減
少
し
て
い
く
、
つ
ま
り
交

付
税
総
額
は
小
さ
く
て
良
い
と
の
議
論
が
あ
る
が
、
交
付
税
制
度
は
標
準

的
な
行
政
水
準
達
成
に
必
要
な
財
源
保
障
を
目
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
、
地
方
財
政
計
画
の
策
定
を
通
じ
交
付
税
総
額
が
決
定
さ
れ
る
こ

と
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
実
施
の
財
源
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
賛
成
で
き
な
い
。
ま
た
、
交
付
税
総
額
が
法
定
化
さ
れ
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
な
い
と
の
批
判
も
、
総
額
法
定
化
の
経
緯
、
総
額
の
決
定
方
法
等

北法51(6・255)2127



報

を
考
え
る
と
疑
問
が
あ
る
。
多
く
の
自
治
体
に
と
っ
て
交
付
税
は
極
め
て

重
要
な
一
般
財
源
で
あ
り
(
交
付
税
が
地
方
税
の
一

O
倍
近
い
町
村
も
あ

る
)
、
交
付
税
の
減
少
は
自
治
体
の
財
政
運
営
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
を
踏
ま
え
、
交
付
税
総
額
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

交
付
税
制
度
が
「
地
方
の
小
規
模
団
体
に
手
厚
す
ぎ
、
都
市
部
の
自
治

体
が
冷
遇
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
自
治
体

に
よ
っ
て
は
交
付
税
の
減
少
に
よ
り
最
低
限
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も

困
難
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
、
都
市
部
の
住
民
も
地
方
(
農
村
部
)

の
自
治
体
の
思
恵
を
受
け
て
い
る
面
が
あ
る
こ
と
、
過
疎
・
過
密
問
題
へ

の
影
響
な
ど
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
行
の
地
方
自
治
、
地
方
税
財
政

制
度
を
前
提
に
す
る
限
り
大
幅
な
変
更
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

交
付
税
制
度
に
よ
る
自
治
体
施
策
へ
の
影
響
は
、
で
き
る
だ
け
人
口
等

の
客
観
的
な
指
標
が
算
定
に
用
い
ら
れ
る
た
め
一
般
的
に
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
公
債
費
等
自
治
体
の
行
う
施
策
の
影
響
を
受
け
る
指

標
が
算
定
に
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
自
治
体
の
施
策
実
施
の
有
無
が
交
付

税
の
額
に
影
響
し
、
自
治
体
の
施
策
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
し
た
算
定
方
法
は
、
年
度
や
地
域
で
偏
在
す
る
事
業
や
標
準
的
な
整

備
水
準
を
達
成
す
る
上
で
必
要
な
財
政
需
要
等
を
的
確
に
算
定
す
る
た
め

用
い
ら
れ
て
お
り
、
単
独
事
業
の
公
債
費
等
の
交
付
税
算
入
に
つ
い
て
も
、

国
庫
補
助
事
業
が
減
少
し
単
独
事
業
の
ウ
エ
ー
ト
が
増
加
す
る
中
で
そ
の

雑

的
確
な
算
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る
。

公
債
費
費
目
や
投
資
的
経
費
で
事
業
費
補
正
が
行
わ
れ
る
費
目
の
数
、

こ
れ
ら
に
よ
る
基
準
財
政
需
要
額
は
増
加
し
て
お
り
、
自
治
体
の
施
策
に

影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
交
付
税
の
中
立
性
、
客
観
性
の
観
点
か
ら
は
望

ま
し
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
算
定
方
法
は
、
財
政
需
要
の
的
確
な

算
定
の
観
点
か
ら
必
要
な
場
合
も
あ
り
、
補
助
金
と
比
較
す
れ
ば
施
策
の

自
主
性
や
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
及
ぼ
す
影
響
は
少
な
い
。
ま
た
、
投

資
的
経
費
等
に
限
定
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
交
付
税

制
度
全
体
が
「
補
助
金
化
」
し
て
い
る
と
い
う
批
判
に
は
疑
問
が
あ
る
。

し
か
し
、
公
債
費
等
の
交
付
税
算
入
は
、
補
助
金
類
似
の
財
源
補
助
的
な

効
果
を
持
つ
可
能
性
は
否
定
で
き
ず
、
今
後
は
交
付
税
の
算
定
に
お
け
る

中
立
性
、
客
観
性
の
要
請
を
重
視
し
、
よ
り
慎
重
に
対
処
し
て
い
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
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受
益
と
負
担
が
個
々
の
自
治
体
レ
ベ
ル
、
さ
ら
に
は
住
民
レ
ベ
ル
で
可

能
な
限
り
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
地
方
税

源
の
拡
充
が
重
要
で
あ
り
、
自
治
体
問
の
税
収
格
差
を
拡
大
さ
せ
な
い
方

向
で
の
充
実
が
課
題
と
な
る
。
地
方
税
源
拡
充
の
財
源
と
し
て
は
、
第
一

に
自
治
体
の
自
主
性
に
対
す
る
制
約
が
大
き
い
さ
れ
る
補
助
金
、
次
い
で

自
治
体
問
の
税
源
格
差
の
縮
小
を
踏
ま
え
地
方
交
付
税
を
対
象
に
検
討
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。


